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研究成果の概要（和文）： 
自閉症傾向児の早期発見のための指標を構築する目的で 1407 名の 3-5 歳児を対象とした
聞き取り調査を行った。自閉症傾向に対して喘鳴と鼻アレルギー、性別(男児)、出生順位
（第 1 子）、喫煙と間に有意な関連が見られた。また「独特の興味・こだわり行動」の項
目と鼻アレルギーとの有意な関連が見られた。食育およびアレルギーの評価を含めた新し
い指標によって ASD をスクリーニングすることが可能であると考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, therefore, we attempted to clarify the association of environmental 
factors with autism and allergy using 1,407 children aged 3 to 5 years old.  We 
recognized that children with higher ASD score have significantly higher prevalence of 
nasal allergy and associated with significantly factors of boy and first in terms of birth 
order and maternal smoking. In addition, nasal allergy were observed to be associated 
with “repetitive and stereotyped patterns of behaviors” as subscales of ASD.  
Investigation of allergy symptoms in addition to subscale of ASD seems to enable more 
efficient screening of autism tendency at an earlier stage.   
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年、自閉症スペクトラム障害（ASD）
と診断される児は増加傾向にある。ASD は
脳の先天的な器質的な問題から生じるとさ

れていたが、このような増加は環境の問題
にも一部、依存するとされるようになった。
特に、食育やアレルギーとの関係よって発
症するとも指摘されてはいるが、詳細は不
明であった。 
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２．研究の目的 
 
 本研究では自閉症傾向にある児の食育を
含む生活環境因子およびアレルギー疾患と
の関連を明らかにし、自閉症傾向児の早期
発見のための指標を構築する目的で調査を
行った。 
 
 
３．研究の方法 
 
 調査は平成21年9月から11月に行った。
金沢市内の保育園、幼稚園に通う 3 歳児、
4 歳児、5 歳児の幼児とその保護者に対し
て、自記式配票調査を行った。調査項目は、
児と親の基本事項、生活環境（築年数、自
宅前交通量、）家族環境（世帯数、兄弟数、
家族喫煙）、アレルギー疾患（喘鳴、鼻アレ
ルギー、花粉症、皮疹）とし、自閉症傾向
については、自閉症スクリーニングシート
（日本語版）を用いた。解析は SPSS ver.19 
for Win を用い、有意水準は 5%とした。協
力者は 1407 名で回収率は保育園 50.6％、
幼稚園 70.4％であった。 
 
 
４．研究成果 
 
 各アレルギーと環境因子のχ2 検定を行
ったところ、喘鳴と鼻アレルギーにおいて
性別(男児)、出生順位（第 1 子）、自閉症得
点（8 点以上）に有意差が見られた（p＜
0.05）。多重ロジスティック解析では、喘鳴
では性別、出生順位（p＜0.05）、鼻アレル
ギーでは性別（p＜0.001）と自閉症傾向（p
＜0.05）に有意差が見られた。ASQ 項目で
χ2 検定を行ったところ、特に鼻アレルギ
ー疾患を有する児において、自閉症児の障
害の特徴である「独特の興味・こだわり行
動」の項目に関連が多く見られた。本研究
において、児の自閉症傾向と各アレルギー
疾患には関連が認められた。鼻アレルギー
疾患および自閉症の障害である「独特の興
味・こだわり行動」の特徴において有意な
関連が示唆された。 
 以上から、食育およびアレルギーの評価
を含めた新しい指標によって ASD をスク
リーニングすることが可能であると考えら
れた。アレルギーに対する客観的な診断に
よって本コホートを対象としたコホート研
究によって本結果は支持させると考えられ
る。 
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